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１ 事象の数学的な解釈と判断（紋切り遊び）

１ 出題の趣旨

与えられた情報をよみ，次のことができるかどうかをみる。

・事象を図形に着目して観察し，その特徴を的確にとらえること

・事柄の特徴を数学的な表現を用いて説明すること

・事象を数学的に解釈すること

「紋切り遊び」の遊び方をもとに，１回折りや３回折りの紙を切って開いたときにでき

る模様を指摘し，「紋切り遊び」でできる模様だけにみられる図形の性質を説明する問題

である。この問題では，「紋切り遊び」の遊び方やそれによってできる模様の特徴を的確

にとらえ，その特徴を数学的な表現を用いて説明したり，解釈したりすることが必要であ

る。
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２ 各設問の趣旨

設問(1) 与えられた「紋切り遊び」の１回折りの紙を切って，それを開いたときにで

きる模様を指摘する問題である。ここでは，「紋切り遊び」の遊び方に書かれ

ていることを図形に着目して観察し，その特徴を的確にとらえることが求めら

れる。１回折りの紙を切って開いたときにできる模様として，折り目の両側が

ぴったりと重なる模様を指摘できるかどうかをみるものである。

設問(2) 「紋切り遊び」でできる模様を集めたグループを指摘し，「紋切り遊び」で

できる模様だけにみられる図形の性質を説明する問題である。ここでは，「紋

切り遊び」でできる模様の特徴を的確にとらえ，数学的な表現を用いて説明す

ることが求められる。「紋切り遊び」でできる模様だけにみられる図形の性質

として，対称軸をもつことなどを記述できるかどうかをみるものである。

設問(3) 「紋切り遊び」で，３回折りの紙を切って開いたときにできる模様を指摘す

る問題である。ここでは，「紋切り遊び」の遊び方やそれによってできる模様

の特徴を数学的に解釈することが求められる。３回折りの紙を切って開いたと

きにできる模様の対称軸は４本であることをもとにして，その模様を指摘でき

るかどうかをみるものである。

■学習指導要領における領域・内容

設問(1)・設問(2)・設問(3)

第１学年 Ｂ 図形

(1) 基本的な図形を見通しをもって作図する能力を伸ばすとともに，平面

図形についての理解を深める。

ア 線対称，点対称の意味を理解するとともに，対称性に着目して平面

図形についての直観的な見方や考え方を深めること。

■評価の観点

設問(1) 数量，図形などについての知識・理解

設問(2)・設問(3)

数学的な見方や考え方

３ 正答と解説

設問(1) ■正答 エ

■解説 １回折りの模様は，折り目の両側がぴったりと重なるので線対称な

図形である。したがって，エになる。
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設問(2) ■正答 アを選択し，次のような説明を記述しているもの。

(例) 「紋切り遊び」でできる模様だけにみられる図形の性質は，対称

軸をもつことである。

■解説

①アを選択し，次の(a)，(b)を記述しているものを正答（◎）とする。

（a）「『紋切り遊び』でできる模様だけにみられる図形の性質は」などの

主部。

（b）「対称軸をもつ」や「線対称である」などの述部。

②(b)のみを記述しているものは，線対称についての性質を示しているので，

正答（○）とする。

③上記①，②で，(b)を「左右対称」のように記述しているものは，線対称

についての性質を把握できていると判断できるので，正答（○）とする。

④上記①，②で，(b)を「折るとぴったり重なる。」というような操作的な表

現で記述しているものは，この表現によって線対称についての性質を示し

ていると判断できるので，正答（○）とする。

設問(3) ■正答 ウ

■解説 ３回折りの紙を切って開いた模様は，対称軸を４本もつ。選択肢の

中で対称軸を４本もつものは，ウになる。

４ 学習指導に当たって

実生活の場面では，日常的な事象を図形に着目して観察し，考察することが必要になる

ことがある。その際，事象を図形に着目して観察し，その特徴を的確にとらえ，数学的な

表現を用いて説明することが大切である。そうすることで，数学を用いて事象をとらえ直

すことができるようになる。

① 日常的な事象を図形に着目して観察し，その特徴を的確にとらえられるようにする

実生活の場面で見る日常的な事象を形や大きさ，位置関係に着目して観察し，その特

徴をとらえることは大切である。そのように図形に着目して観察することで，図形の性

質を用いて特徴をより的確にとらえたり，問題を解決したりすることができるようにな

る。

指導に当たっては，日常的な事象を図形に着目して観察したり，紙や模型などを実際

に操作したりする活動を取り入れることで，その特徴をとらえられるようにすることが

必要である。例えば，本問題のように，実際に「紋切り遊び」を試してできた模様に，

図形としてどんな特徴が見いだせるかを確かめる活動を取り入れることは有効である。

さらに，見いだした特徴をもとに，「紋切り遊び」でできる図形を身の回りから見つけ

たり，自分で考えたりする活動も考えられる。このような活動を通して，様々な日常的

な事象を数学的にとらえようとする意欲や態度を養う場面を設定することも大切であ

る。
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② 事柄の特徴を的確にとらえ数学的な表現を用いて説明できるようにする

日常的な事象を観察し，成り立つ数学的な事柄を指摘し，それを数学的な表現を用い

て説明することが大切である。数学的な表現を用いることで，事象の特徴が明確になる。

指導に当たっては，日常的な事象を数学化する過程において，事象の観察を通して把

握した事柄を記述したり，発表したりして，その表現を数学的に洗練していく活動を取

り入れることが必要である。例えば，設問(2)で，「合同な部分がある。」や「折って

ぴったり重なる。」という説明にとどまらず，「対称軸をもつ。」，「線対称である。」な

どの数学的な表現を用いて説明する活動を取り入れることが考えられる。そうすること

で，設問(3)のような問題を対称軸の本数に着目して考えることができるようになる。

③ 数学を用いて事象をとらえ直すことができるようにする

日常的な事象について，成り立つ数学的な事柄をとらえ，それを用いて事象をとらえ

直すことが大切である。そうすることによって，事象についての新たな事実を見いだす

ことができる。

指導に当たっては，日常的な事象における数学的な事柄を指摘するだけではなく，そ

れらを用いて，事象をとらえ直して考察したり，新たな事実を見いだしたりする活動を

取り入れることが必要である。例えば，設問(3)で，３回折りでできる模様に対称軸を

かき入れ，３回折りでできる模様は対称軸が４本になることや，８つの合同な図形に分

けられることなど，新たな事実を見いだす活動を取り入れることが考えられる。また，

２回折りでできる模様は点対称な図形でもあるなど，対称性の観点から考察を深められ

るようにすることも考えられる。
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数学Ｂ５ 情報の適切な選択と判断（落とし物調査）

１．出題の趣旨

資料に基づいて不確定な事象を考察する場面で，次のことができるかどうかをみる。

・必要な情報を適切に選択し，判断すること

・事象を数学的に解釈し，その根拠を数学的な表現を用いて説明すること

・結果を振り返って問題解決のための新たな構想を立てること

実生活の場面では，情報を適切に読み取ったり，情報を基に判断の理由を説明したりするこ

とが求められる場合がある。その際，ヒストグラムや代表値を用いて資料の傾向を捉え説明す

ることが大切である。

本問題では，１回目と２回目の落とし物調査の結果を，表とグラフを基に比較する場面を取

り上げた。この場面において，平均値だけでなくグラフも見ることにより，「１回目より２回

目の方が落とし物の状況がよくなったとは言い切れない」ことを捉える状況を設けた。さらに，

学級の落とし物の状況を文字を用いた式で表し，表彰する学級の決め方を考える文脈を設定した。
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２．解説

設問(１)

趣旨

与えられた情報から必要な情報を選択し，的確に処理することができるかどうかをみる。

■学習指導要領における領域・内容

〔小学校第５学年〕 Ｄ 数量関係

(3) 百分率について理解できるようにする。

〔第１学年〕 Ｄ 資料の活用

(1) 目的に応じて資料を収集し，コンピュータを用いたりするなどして表やグラフに整

理し，代表値や資料の散らばりに着目してその資料の傾向を読み取ることができるよ

うにする。

イ ヒストグラムや代表値を用いて資料の傾向をとらえ説明すること。

■評価の観点

数量や図形についての技能（小学校）

解答類型

問題番号 解 答 類 型 正答

５ (1) １ ２０１÷３０５または，２０１÷３０５を用いた正しい式を解答しているもの。 ◎

２ ０．６６や６６％など，上記１を計算して割合を解答しているもの。 ○

３ ３０５÷２０１または，３０５÷２０１を用いた式を解答しているもの。

４ １．５２や１５２％など，上記３を計算して割合を解答しているもの。

５ 上記２，４以外で，数値を解答しているもの。

９ 上記以外の解答

０ 無解答

■正答について

拓也さんが作った表から，１回目の調査での落とし物の合計は３０５個，文房具は２０１個

であることがわかる。よって，落とし物の合計のうち，文房具の占める割合は，２０１÷３０５

で求められる。したがって，「２０１÷３０５」になる。

■誤答について

誤答例として，「３０５÷２０１」という解答が想定される。これは，比べられる量をもとに

する量でわることによって割合は求められることの理解が十分でないと考えられる。
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設問(２)

趣旨

資料の傾向を的確に捉え，判断の理由を数学的な表現を用いて説明することができる

かどうかをみる。

■学習指導要領における領域・内容

〔第１学年〕 Ｄ 資料の活用

(1) 目的に応じて資料を収集し，コンピュータを用いたりするなどして表やグラフに整

理し，代表値や資料の散らばりに着目してその資料の傾向を読み取ることができるよ

うにする。

イ ヒストグラムや代表値を用いて資料の傾向をとらえ説明すること。

■評価の観点

数学的な見方や考え方

解答類型

問題番号 解 答 類 型 正答

５ (2) （正答の条件）

次の(a)，(d)，または(b)，(d)，または(c)，(d)について記述しているもの。

(a) ２回目の調査結果では，落とし物が極端に少ない学級があるから，平均値が下

がっていること。

(b) １学級を除くとグラフの形がほとんど変わっていないこと，最頻値が変わら

ないこと，中央値が含まれる階級が変わらないことのいずれか。

(c) 落とし物の個数が２４個以上２７個以下の学級が増えていること。

(d) １回目の調査結果より２回目の調査結果の方が，必ずしもよくなったとは言

い切れないこと。

（正答例）

例１ ２回目の調査結果では，落とし物が１学級だけ極端に少ないから平均値が下

がっているだけで，他の学級の落とし物の状況がよくなっているとは限らない

から，１回目より２回目の方がよくなっているとは言い切れない。

（解答類型１）

例２ ２回目の調査結果では，落とし物の個数が０個以上３個以下の学級が１学級

あるけれど，それを除けばグラフの形は大きく変わっていないから，２回目の

調査結果の方がよかったとは言い切れない。（解答類型２）

例３ 落とし物の個数が２４個以上２７個以下の学級は２回目の方が１学級多いから，

２回目の調査結果の方がよかったとは言い切れない。（解答類型３）
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(a)，(d)について記述しているもの。

１ 例 ２回目の調査結果では，落とし物が１学級だけ極端に少ないから平均値 ◎

が下がっているだけで，他の学級がよくなっているとは限らない。だから

１回目より２回目の方がよくなっているとは言い切れない。

(b)，(d)について記述しているもの。

例１ １学級を除いても，全体のグラフの形はほとんど変わっていないから，

１回目より２回目の方がよくなっているとは言い切れない。

２ ◎
例２ 最頻値は２１．５個で変わらないから，２回目の方がよくなったとは言い

切れない。

例３ 中央値が含まれる階級は２０個以上２３個以下の階級で変わらないから，

２回目の方がよくなったとは言い切れない。

(c),(d)について記述しているもの。

３ ◎
例 落とし物が２４個以上２７個以下の学級が増えているから，２回目の方が

よくなったとは言い切れない。

(a)について記述しているもの。

４ ○
例 ２回目の調査結果では，落とし物が０個以上３個以下の学級があるために，

総数や平均値が下がっているから。

(b)について記述しているもの。

例１ グラフの形は１学級を除くとほとんど変わっていないから。

５ ○

例２ 最頻値は２１．５個で変わらないから。

例３ 中央値が入る階級は２０個以上２３個以下の階級で変わらないから。

(c)について記述しているもの。

６ ○

例 落とし物が２４個以上２７個以下の学級が１学級増えているから。

誤った数学的根拠を記述しているもの。または，優香さんが作ったグラフを

根拠としているが，グラフの読み取りに誤りがあるもの。

７ 例１ ２回目は２４個以上２７個以下の学級と，０個以上３個以下の学級が増

えているから。

例２ 落とし物が２４個以上２７個以下の学級が２学級増えているから。

９ 上記以外の解答

０ 無解答
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■誤答について

誤答例として，「落とし物をしている学級の合計は１５学級で変わらないから，２回目の

調査結果が１回目の調査結果より必ずしもよくなったとは言い切れない」という記述が想定

される。これは，落とし物調査が全１５学級で行われ，グラフではその１５学級の落とし物

の様子が表されていることが捉えられなかったと考えられる。

設問(３)

趣旨

結果を振り返って立てられた新たな構想に沿って，事象を数学的に表現し，その意味

を的確に解釈することができるかどうかをみる。

■学習指導要領における領域・内容

〔第２学年〕 Ａ 数と式

(1) 具体的な事象の中に数量の関係を見いだし，それを文字を用いて式に表現したり式

の意味を読み取ったりする能力を養うとともに，文字を用いた式の四則計算ができる

ようにする。

イ 文字を用いた式で数量及び数量の関係をとらえ説明できることを理解すること。

■評価の観点

数学的な見方や考え方

解答類型

問題番号 解 答 類 型 正答

５ (3) １ ア と解答しているもの。（ a ＋２b の値が最も大きい学級にする。）

２ イ と解答しているもの。（ a ＋２b の値が最も小さい学級にする。） ◎

３ ウ と解答しているもの。（２a ＋ b の値が最も大きい学級にする。）

４ エ と解答しているもの。（２a ＋ b の値が最も小さい学級にする。）

９ 上記以外の解答

０ 無解答

■正答について

記名のある落とし物を a 個，記名のない落とし物を b 個としたとき，記名のある落とし物

を１個１点，ない落とし物を１個２点とすると，各学級の点数は a ＋２b で表される。落と

し物の合計が少なく，落とし物の中でも記名のある落とし物が多い学級は， a ＋２b の値が

小さくなる。したがって，「a ＋２b の値が最も小さい学級にする。」になる。

■誤答について

誤答例として，「２a ＋ b の値が最も大きい学級にする。」の選択が想定される。これは，

落とし物の合計の数に関わらず，記名のある落とし物が多ければ取り組みがよいと捉えたと

考えられる。
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３．学習指導に当たって

① 不確定な事象を考察する場面で，目的に応じて情報を選択し，数学的に表現できる

ようにする （対応設問：設問(1)，(3)）

目的に応じて選択した情報を数学的に表現できるようにするために，事象を目的に応じて

数値化し，その結果を用いて判断する場面を設定することが考えられる。

例えば，設問(1)のように割合で表したり，設問(3)のように記名のある落とし物１個を１

点，記名のない落とし物１個を２点として重み付けをした数値を用いたりする場面を設定す

ることが考えられる。また，設問(3)のように重み付けをして数値化する際には，不確定な

事象を式を用いて表したり，その式から状況を把握したりする場面を設定することが考えら

れる。

また，Ａに対するＢの割合はＢ÷Ａで求められるが，Ａ÷Ｂと考える生徒がいると考えら

れるので，Ａを１としたときのＢの値という割合の意味を確認する場面を設定することが大

切である。

② 資料の傾向を的確に捉え，判断の理由を数学的な表現を用いて説明できるようにする

（対応設問：設問(2)）

資料の傾向を的確に捉えることができるようにするために，代表値をデータの分布ととも

に捉える場面を設定することが考えられる。

例えば，設問(2)のように，分布の中に極端に離れた値がある場合には，平均値だけでは

分布の特徴を的確に把握することができないので，分布を表したグラフに戻って他の代表値

に目を向けたり，グラフの形に着目したりする場面を設定することが考えられる。その際，

判断の理由を互いに伝え合い，他者の主張を批判的に考察できるようにすることが大切であ

る。また，２回目の調査結果が１回目の調査結果より必ずしもよくなったとは言い切れない

ことの理由として，「最大値が含まれる階級の度数が増えていること」などの内容を指摘で

きるようにすることも考えられる。

③ 日常生活や社会における問題に対して，資料を用いて傾向を捉え，解決のための構想

を立てて実践することができるようにする

日常生活や社会における問題の解決の構想を立てることができるようにするために，デー

タを収集し，コンピュータなどを利用して処理し，資料の傾向を捉え説明するという一連の

活動を経験する機会を設けることが考えられる。

例えば，本問題のように，落とし物が多く，物を無駄にしているという問題に対して落と

し物調査を行い，その結果を処理し傾向を捉えることや，それに基づいて改善すべき点や改

善のための新たな構想について話し合う活動を取り入れることが大切である。さらに，新た

な構想に基づいて実践し，その効果についてデータを収集して評価する活動を取り入れるこ

とも考えられる。
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（参考）

「ＯＥＣＤ生徒の学習到達度調査」においても，次のような問題が出題されている。

「ＰＩＳＡの問題できるかな？ ＯＥＣＤ生徒の学習到達度調査」P.138
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「ＰＩＳＡの問題できるかな？ ＯＥＣＤ生徒の学習到達度調査」P.144～ P.145
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